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研究成果の概要（和文）：本研究では、オーストラリアと日本における先住民族の「伝統知」と近代技術に代表
される「外来知」との相互作用について、流域資源保全に注目しつつ明らかにする。そうした相互作用がもたら
す「共有の知」が個人や社会に与える積極的又は消極的な面について、生活現場の視点から明らかにする。さら
に本研究は、治水と利水に加え、生態系として流域を位置づけ資源保全を人類学のみならず、経済学、国際関係
学、システム工学などの学際的な知見から捉え直す。これにより、先住民族とその他諸アクター間とのネットワ
ーク化に資するとともに、従来の先住民族研究に新たな局面を開くものである。

研究成果の概要（英文）：The aim of the project is to clarify the interaction of indigenous 
traditional knowledge with modern scientific knowledge in regard to watershed managements in 
Australia and Japan. The project provides the illustrations of how such "common knowledge" emerged 
from the interaction of indigenous knowledge and modern scientific knowledge over indigenous 
individuals, community and wider society, highlighting people's daily lives. For integrating the 
existing watershed management that consist of water utilization and water control into a part of 
ecosystem from the interdisciplinary perspectives, this project strives for development of actor 
network among indigenous people and other stockholders.       

研究分野： 文化人類学

キーワード： 先住民族の伝統知と近代科学の相互作用　環境保全　流域資源　先住民族と研究者との共同研究

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、先住民族の在来知と非先住民族の外来知の相互調整のあり方に関して、先ず、地域社会の自発
的活動の枠組みから捉えるのみでなく、先住民と外部アクターとの相互作用によって生起するものとして捉えよ
うとした。次いで、オーストラリアと日本の先住民族コミュニティにおける流域の「環境保全」に対する人々の
対応を比較検討した。更に、学際的な研究方法を用いることで流域の環境保全の様態を多角的に検討した。最後
に、流域の「環境保全」をめぐる日本とオーストラリア双方の先住民族と研究者を含む諸アクター間で国際ワー
クショップを2回開催し、ネットワーク化を図り、その成果報告書を出版した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、先住民族の生態系に関する「伝統知」については、民族的アイデンティティとの関係、 

コモンズ論、「伝統知」と近代の科学知との融合の問題が議論の中心とされてきた。殊に、オー
ストラリア先住民族の「伝統知」と流域資源保全に関しては、先住民族とその他諸アクターが協
働で管理するパートナーシップ形成の実践例が取り扱われてきた。しかし、そこでの議論は「伝
統知」を一枚岩で賛美の対象としつつ、近代の科学的知識を負の要因として扱い、双方の「知」
が拮抗するか、相容れないとする枠組みが中心であった。他方で、ローカルの「伝統知」が外来
知の関与により変容し創造されていると指摘する議論も少なからず散見される。さらに、流域資
源利用や管理に関する研究は、従来の国家による河川の治水に注目した研究から、先住民族を含
む地域住民の利水を歴史的に解明する研究へと転換してきている。しかし、治水と利水のみでな
く、生態系としての流域資源保全にまで範囲を広げるホーリスティックなアプローチにもとづ
く研究は限定されている。  
 
 
２．研究の目的 
以上のことを踏まえて本研究では、先住民族の「伝統知」と流域資源保全の関係に注目し、そ

こにおける「伝統知」と外来知との相互作用や変容のプロセスと、その継承メカニズムを解明す
る。その際、流域資源保全の具体的な方法を人々の日常生活から解明する。さらに本研究は、治
水と利水に加え、生態系として流域を位置づけ資源保全を人類学のみならず、経済学、国際関係
学、システム工学などの学際的な知見から捉え直すことで、先住民族とその他諸アクター間との
ネットワーク化に資する。 
 
 
３．研究の方法 
先ず、先住民族の流域の「環境保全」に関する「伝統知」の社会動態的な分析をする。そのた

めに、地域社会に生成する「伝統知」を均一なものと捉えず、多様性と不均衡なものと捉えるこ
とで、従来の研究で軽視されてきた外部アクターとの相互変容の実態を解明する。さらに流域の
「環境保全」のために地元の人々や当事者代表機関が対応してきた改変の制度と思想、そしてそ
の変容過程を歴史的に明らかにする。  
次いで、在来知と外来知との整合性を特定する。そのために、外来知が在来知にもたらすイン

パクトや、双方の「知」 の相互調整のあり方を、それぞれの対象地域の人々の日常から注意深
く分析・検討する。  
最後に、流域の地域社会における諸アクター間のネットワーク化を図る。そのために、オース

トラリアと日本の調査対象地における流域の「環境保全」に携わる諸アクター間の交流の場を創
出する。 
 
 
４．研究成果 
先住民族の在来知と非先住民族の外来知の相互調整のあり方に関して、地域社会の自発的活

動の枠組みから捉えるのみでなく、先住民と外部アクターとの相互作用によって生起するもの
として捉えようと試みた。 
先ず、オーストラリア先住民族に関しては、これまでのフィールドワークを通して構築してき

た関係性を活用し、代表機関の職員やリーダーを中心に聞き取り調査を実施した。これにより当
該先住民族の集団が継続する流域資源の利用に関する「知識」を「文化地図」としてデジタル化
し次世代へ継承する実践が、連邦や州政府および国内外の大学とも連携を図ることで発展して
いることが明らかになった。アイヌ民族に関しては、当事者活動家と研究者からの聞き取りによ
り、先祖が利用した民具の「複製品」作成のプロセスとその展示を博物館との共同で実施するケ
ースより在来知と近代知との相互作用について明らかにした。また、こうした先住民族の当事者
による複製品の作成は、日本のみでなくオーストラリアでも展開されていることが判明した。さ
らに、これら民具の複製品の作成は、博物館との新しい関係性の構築に加え、当該先住民族につ
いて個人の経験や記憶、自然環境に深く根差した日常の生態的な知識の継承にも資することが
分かった。 
次いで、オーストラリアと日本の先住民族コミュニティにおける流域の「環境保全」に対する

人々の対応を人類学に加え、経済学、国際関係学、システム工学さらには先住民活動家など多角
的な視点から検討した。具体的には、2017 年度と 2019 年度に国際ワークショップを開催した。
2017 年度のワークショップでは、オーストラリ 2名（人類学者、アーティスト活動家）、日本 2
名（経済学者、アーティスト活動家）、台湾 1名（人類学者）の先住民族バックグラウンドをも
つ研究者や活動家と非先住民族の人類学者 2 名、国際関係学者 1 名、システム工学者 1 名の討
論者を招き伝統知と近代知の相互作用に関する実践例を共有した。そこでは、「教育」、「環境」、
「芸術」をテーマに先住民族の知識が近代技術や大学や博物館を代表とする近代知と調和また
は拮抗していることが判明した。2019 年度のワークショップには、オーストラリアから先住民
族の土地権問題を専門とする人類学者 1 名、日本からはアイヌ民族と教育や博物館を専門にす
る人類学者２名を招聘した。そこでのテーマは「応答の人類学」であり、非先住民族である研究



者としての立場から先住民族コミュニティや個人との相互関係に注目した経験を共有した。 
このように、先住民族の学者や活動家に加え人類学、経済学、国際関係学、システム工学の専

門家による知見を取り入れ、日本とオーストラリアでの流域の環境保全をめぐる現実的な問題
を浮き彫りにできた。そこでは、従来の近代技術主義と自然環境主義との相克や、在来知の賛美
や外来知の叱責に陥ることのない、「知」の整合性のメカニズムの一部を明らかにした。それに
加えて、本研究では「環境保全」をめぐる先住民族とその他諸アクター間でのネットワークの機
会を２回の国際ワークショップとそれらの報告書を作成することで創出した。 
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